
第
二
章
中
学
校
教
則
綱
領
と
〈
国
語
関
連
科
目
〉
の

教
科
書

l
l中
等
学
校
国
語
教
育
史
三
補
遺

l
l

＊
前
言
本
稿
は
、
上
記
「
中
等
学
校
国
語
教
育
史
て

二
’
コ
ご
に
つ
づ
く
「
中
等
学
校
国
語
教
育
史
四
」
で
あ
る
。

但
し
、
今
回
は
、
「
一
一
ご
の
補
遺
か
ら
始
め
る
。

零
章
漢
文
教
育
の
成
立
｜
｜
中
等
学
校
国
語
教
育
史
O
章

第
二
期
国
富
科
成
立
以
前
に
お
け
る
「
園
題
」
の
教
育

第
一
章
明
治
維
新
期
の
「
国
語
」
教

｜
｜
中
等
学
校
国
語
教
育
史
二

中
学
校
毅
則
綱
領
と
〈
国
語
関
連
科
目
〉
の

教
科
書
｜
｜
中
等
学
校
国
語
教
育
史
三

「
国
語
及
漢
文
」
（
「
中
学
校
令
改
正
」
）
の

成
立
｜
｜
中
等
学
校
国
語
教
育
史
四
｜
｜

第
二
章

第
三
章

中
学
校
教
則
綱
領
と
〈
国
語
関
連
科
目
〉
の

教
科
書

l
i中
等
学
校
国
語
教
育
史
＝
一
〈
補
選
〉

明
治
二

O
年
前
後
の
授
業

浜

純

逸

本

1

中
村
正
直
の
講
義
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
九
月
、
最
初

の
女
子
中
等
教
育
学
校
と
し
て
東
京
女
子
師
範
学
校
（
↓
東
京
女
子

高
等
師
範
学
校
↓
お
茶
の
水
女
子
大
学
）
が
設
立
さ
れ
た
。
校
長
は

中
村
正
直
で
あ
っ
た
。
中
村
正
直
校
長
の
講
義
に
つ
い
て
、
山
川
菊

栄
（
一
八
九

O
〈
明
治
二
三
〉
年

i
一
九
八

O
〈
昭
和
五
五
〉
年
）

は
母
・
千
世
（
一
八
五
七
〈
安
政
四
〉

1
一
九
四
七
〈
昭
和
二
二
〉
）

の
回
想
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

先
生
は
『
文
章
規
範
』
の
講
義
も
受
け
も
ち
ま
し
た
が
、
字

句
の
末
に
と
ら
わ
れ
ず
、
精
神
を
つ
か
ん
だ
生
き
生
き
し
た
講

義
ぶ
り
の
面
白
さ
、
千
世
は
九
十
歳
で
世
を
終
る
こ
ろ
ま
で
も

昔
を
語
る
と
先
生
の
そ
の
声
が
今
も
耳
に
響
い
て
く
る
よ
う
だ

と
い
い
ま
し
た
。
幼
年
時
代
か
ら
神
童
と
い
わ
れ
、
あ
の
階
級

制
度
の
や
か
ま
し
い
時
代
に
門
番
の
子
か
ら
幕
府
の
儒
者
と
し

て
旗
本
の
格
弐
に
と
り
た
て
ら
れ
た
く
ら
い
の
人
物
で
し
た
か

ら
、
大
き
い
所
が
あ
り
、
維
新
前
昌
平
坂
学
問
所
で
教
え
て
い

た
こ
ろ
で
も
だ
い
ぶ
他
の
儒
者
と
は
ち
が
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
女
子
師
範
の
先
生
の
一
人
に
、
昌
平
坂
学
問
所
で
幕
末
の

大
儒
佐
藤
一
斎
か
ら
も
教
わ
っ
た
人
が
い
ま
し
た
が
、
そ
の
話



先
生
は
「
い
や
そ
れ
は
い
け
な
い
、
私
は
こ
う
で
な
く
て
は
な

ら
ぬ
と
思
う
」
と
強
く
自
説
を
主
張
し
た
が
、
中
村
先
生
の
方

「
あ
あ
そ
う
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
解
し
て
も
さ
し
っ
か
え
、

な
か
ろ
う
」
と
い
う
ふ
う
で
枝
葉
の
点
に
は
あ
ま
り
こ
だ
わ

ら
ぬ
人
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

先
生
は
詩
経
を
は
じ
め
た
い
て
い
の
古
典
は
暗
記
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
こ
ろ
は
中
国
音
を
唐
音
と
い
っ
て
い
ま
し
た
、
が
、

先
生
は
そ
の
唐
音
が
お
得
意
で
、
中
国
人
と
会
話
も
自
由
に
で

き
、
興
に
の
る
と
唐
音
で
詩
文
を
朗
々
と
う
た
う
こ
と
が
あ
り
、

中
で
も
韓
退
之
の
も
の
な
ど
は
と
く
に
お
得
意
で
し
た
。

（
山
川
菊
栄
『
女
二
代
の
記
』
平
凡
社
一
九
七
二
年
一
月

一
三
二
頁
）

明
治
一

O
年
頃
の
授
業
風
景
で
あ
る
。
中
村
正
直
は
、
字
句
の
枝
葉

に
と
ら
わ
れ
な
い
文
章
の
精
神
を
促
え
て
語
る
教
師
で
あ
っ
た
。

明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
一
月
二
六
日
、
文
部
省
は
府
県
に

対
す
る
達
二
号
を
も
っ
て
、
「
中
学
校
通
則
」
を
制
定
し
、
『
中
学

校
教
則
大
綱
』
実
施
の
徹
底
を
図
っ
た
。

第
一
条
中
学
校
ハ
此
通
則
ニ
遵
ヒ
テ
此
ヲ
設
置
シ
中
人
以

上
ノ
業
務
ニ
就
ク
者
若
ク
ハ
高
等
ノ
学
校
ニ
入
ル
者

ノ
為
メ
ニ
忠
孝
葬
倫
ノ
道
ヲ
本
ト
シ
テ
高
等
ノ
普
通

学
科
ヲ
授
ク
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス

こ
の
通
則
は
、
第
一
条
に
中
学
校
の
目
的
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、

「
忠
孝
葬
倫
ノ
道
ヲ
本
ト
シ
テ
」
と
い
う
句
を
新
た
に
挿
入
し
た
こ

と
に
よ
り
、
皇
室
へ
の
忠
と
父
母
へ
の
孝
を
強
調
し
た
。
そ
の
後
の

「
倫
理
」
の
議
論
に
「
皇
室
へ
の
忠
」
と
「
父
母
へ
の
孝
」
は
い
ず

れ
が
よ
り
重
要
か
、
と
い
う
問
い
を
投
げ
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
初
等
中
学
科
の
み
を
置
く
中
学
校
（
四
年
制
）
が
許
可
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

小
柴
昌
子
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
公
立
中
等
学
校
数
と
生
徒
数
は
左

表
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

（
一
九
八
八
）
年
年
五
月

銀
河
書
房
三
四
頁
）

公
立
女
学
校
は
、
東
京
高
等

学
校
他
京
都
・
群
馬
な
ど
に
設

さ
れ
た
計
九
校
、
生
徒
数
六
一

六
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年

大
阪
女
子
師
範
女
学
科
が
大
阪

府
女
学
校
へ
昇
格

一
八
八
七
（
明
治
二

O
）
年

市
立
淡
海
女
学
校
開
設
↓
彦
根

高
等
女
学
校

一
八
八
七
（
明
治
二

O
）
年

高
知
県
尋
常
中
学
校
（
現
追
手

前
高
校
）
に
女
子
部
開
設
。

一
八
八
八
（
明
治
二
二
年

滋
賀
県
教
育
会
立
女
学
校

一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年

東
京
府
高
等
女
学
校
↓
一
九

O

一
年
、
東
京
府
立
第
一
高
等
女

学
校
↓
都
立
白
鴎
高
等
学
校

中等教育就学状況

中 点f主＂＇： 校 女 '.f: 校

明治 校数 生徒数 就学見比 校数 生徒数 就学見比 中学生比

16 173 14.763 0.71% 7 450人 0.05 3.05 % 

18 106 14.084. 0.64 9 616 0.06 4.4 

20 48 10, 177 0.41 18 2,363 0.26 23.2 

22 53 11,530 0.48 25 3,273 0.32 28.4 

一（2）一

次
に
当
時
の
授
業
回
想
を
二

例
掲
げ
る
。

O
明
治
十
八
年
頃
の
授
業

（
姫
路
中
学
校
第
七
回
卒
業

片
岡
清
の
回
想
）

春
風
の
吹
く
春
山
〈
弟
彦
一
八
コ
二

i
九
九
）

老
師
！

l
姫



中
在
学
中
、
思
い
で
深
く
印
象
に
残
り
お
る
は
国
学
大
家
春
山

弟
彦
老
先
生
講
義
の
時
間
で
す
。
師
は
常
に
温
顔
の
好
々
爺
に

し
て
笑
顔
を
た
た
え
て
教
室
に
入
り
、
各
生
徒
は
悉
く
満
悦
を

以
て
師
を
迎
え
た
も
の
に
て
笛
を
吹
き
鳴
ら
す
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。
生
徒
を
叱
る
よ
う
な
事
は
一
度
も
な
く
、
教
室
は
そ
の

時
間
に
限
り
、
春
風
騎
蕩
の
風
景
で
し
た
。
「
俊
基
朝
臣
東
下

り
」
の
一
節
「
落
下
の
雪
に
踏
み
迷
ふ
、
片
野
の
春
の
桜
狩
り
」

と
師
が
柔
か
に
し
て
優
し
き
音
声
に
て
静
か
に
読
み
下
せ
ば
、

列
席
生
徒
一
同
こ
れ
に
和
し
て
一
の
語
を
放
ち
、
師
は
次
の
章

を
読
み
生
徒
ま
た
こ
れ
に
和
す
。
か
く
し
て
順
を
追
う
に
従
い
、

生
徒
の
声
は
次
第
に
高
く
な
り
、
高
調
は
喧
燥
を
呼
び
、
興
味

を
覚
え
て
足
拍
子
を
踏
む
生
徒
も
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
先
生
の
温

顔
少
し
も
変
ず
る
こ
と
な
く
、
破
顔
一
一
笑
「
今
日
は
此
位
」
と

述
べ
、
瓢
逸
と
し
て
教
室
を
去
り
ま
す
。
唐
詩
の
画
を
観
る
よ

う
で
す
。
老
師
の
風
格
ま
こ
と
に
貴
ぶ
べ
く
、
老
先
生
の
存
在

は
姫
路
中
学
に
高
鈎
の
重
を
与
え
た
訳
で
す
。
（
「
姫
中
・
姫
路

西
高
百
年
史
」
編
集
委
員
会
『
「
姫
中
・
姫
路
西
高
百
年
史
』

一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
十
月
新
光
出
版
三

O
頁）

O
明
治
一
二
年
頃
の
授
業
一
八
八
七
（
明
治
二

O
）
年
十
四

歳
で
私
立
米
沢
中
学
校
に
入
学
し
た
五
十
嵐
力
は
、
国
語
の
学
習
体

験
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

初
め
に
生
徒
に
読
ま
せ
て
講
義
を
さ
せ
る
。
む
つ
か
し
い
所

は
、
教
師
が
一
度
や
り
返
す
。
質
問
が
な
け
れ
ば
先
き
へ
進
む
。

か
う
云
ふ
遣
り
方
で
あ
る
。
考
へ
て
見
る
と
、
何
の
為
に
国
語

を
や
る
の
や
ら
訳
が
分
ら
な
い
。
趣
味
が
な
い
と
云
っ
た
ら
此

の
上
な
し
で
あ
る
。
た
と
へ
ば
果
て
し
も
な
い
沙
漠
の
中
を
熱

風
に
吹
か
れ
な
が
ら
汽
車
旅
行
を
す
る
や
う
な
も
の
で
あ
る
。

中
で
一
寸
停
車
す
る
処
は
「
落
花
の
雪
」
「
扇
の
ま
と
」
と
い

っ
た
や
う
な
中
古
文
ば
か
り
。
こ
れ
は
ま
づ
当
然
で
も
あ
ら
う
。

然
し
六
ケ
し
い
言
葉
の
比
較
的
少
な
い
現
代
の
文
章
な
ど
、

．．
 

：
・
中
略
：
：
：
に
至
る
と
此
処
に
は
余
り
む
つ
か
し
い
字
が
な
い

か
ら
、
家
で
一
度
読
ん
で
下
さ
い
、
そ
し
て
解
ら
ぬ
所
が
あ
っ

た
ら
質
問
な
さ
い
、
で
は
先
き
へ
進
み
ま
せ
う
。
」
と
云
っ
て

飛
ぶ
や
う
に
進
む
。
国
語
は
字
を
覚
え
る
為
め
の
学
科
の
や
う

に
誤
解
し
て
居
ら
れ
る
ら
し
い
。
余
り
に
趣
味
が
な
さ
過
ぎ
る

か
ら
、
時
に
字
義
な
ど
聞
く
と
、
し
ち
く
ど
い
程
よ
く
教
へ
て

く
れ
ら
れ
る
。
其
の
代
り
色
も
味
も
な
い
、
単
調
な
も
の
で
あ

る
。
（
五
十
嵐
力
『
作
文
三
十
三
講
』
大
正
二
年
十
一
月

二
五
日
、
七
五
・
七
六
頁
〉

第
一
例
は
、
尊
敬
す
る
老
師
の
朗
読
に
心
酔
し
、
従
っ
て
音
読
し
、

朗
読
と
音
読
を
繰
り
返
し
て
い
く
に
従
っ
て
感
情
が
高
ま
っ
て
い
く

様
子
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。
回
想
記
は
一
般
に
年
月
と
と
も
に
美
化

さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
考
慮
し
て
上
で
も
朗
読
で
深

ま
っ
て
い
く
授
業
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

第
二
例
は
、
教
師
に
よ
る
難
語
解
説
を
主
に
し
た
授
業
で
あ
っ

た
。
五
十
嵐
少
年
に
は
、
自
分
の
受
け
た
国
文
の
授
業
が
「
無
趣
味

極
ま
っ
た
つ
ま
ら
な
い
も
の
」
と
感
じ
ら
れ
て
い
た
。

い
ず
れ
も
教
師
中
心
の
授
業
で
あ
る
が
、
教
師
の
人
格
と
味
読
が

学
習
の
深
浅
を
左
右
し
て
い
る
。
こ
こ
に
明
治
二

0
年
代
の
国
文
教

育
方
法
の
一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

内

d




